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文教福祉委員会会議録 

 

平成２４年６月１９日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時４４分閉議（実時間 ９７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第６１号・平成２４年度八代市一般会

計補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第６２号・平成２４年度八代市診療所

特別会計補正予算・第１号 

１．議案第６５号・専決処分の報告及びその承

認について（八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例） 

１．議案第７０号・熊本県後期高齢者医療広域

連合規約の一部変更について 

１．議案第７８号・八代市乳幼児医療費の助成

に関する条例の一部改正について 

１．議案第７９号・八代市重度心身障がい者医

療費助成に関する条例の一部改正について 

１．請願第２号・高田公民館の早期改築につい

て 

１．平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎん

が保育園民営化反対について 

１．平成２３年請願第７号・八代市立保育所民

営化等計画に基づく宮地さくら保育園の民

営化計画中止について 

１．平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存

続について 

１．所管事務調査 

 ・教育に関する諸問題の調査 

（八代養護学校の基本設計について） 

 ・保健・福祉に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  松 永 純 一 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  飛 石 順 子 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  矢 本 善 彦 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 教育部長       北 岡   博 君 

  教育部次長     釜   道 治 君 

  生涯学習課長    宮 崎 和 喜 君 

  教育施設課長    増 住 眞 也 君 
 
 健康福祉部長兼 
            上 田 淑 哉 君 
 福祉事務所長 
 
 
  健康福祉部次長兼 
            堀   泰 彦 君 
  福祉事務所次長 
 

  こども未来課長   松 村   浩 君 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 

  国保ねんきん課長  小 林 眞 二 君 

  障がい福祉課長   硴 塚 康 浩 君 

                              

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（松永純一君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから文教福祉委員会を開会いたしま

す。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第６１号・平成２４年度八代市一般会計
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補正予算・第１号（関係分） 

○委員長（松永純一君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第６１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、教育部から、歳出の第９款・教育費に

ついて説明願います。 

○教育部長（北岡 博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、教育部、北岡

部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）大変お世話になります。 

 議案第６１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第１号でございますが、第９款・教

育費の補正額４５９９万２０００円のうち、教

育部関係といたしまして４４３９万２０００円

をお願いいたしております。 

 その詳細な内容につきましては、釜教育部次

長が説明をいたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いをいたします。 

○教育部次長（釜 道治君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、教育部、釜次

長。 

○教育部次長（釜 道治君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）きょうもどうぞよろしくお願いをいたしま

す。座ってよろしゅうございますでしょうか。

（委員長松永純一君｢はい、どうぞ」と呼ぶ） 

 それでは、早速、補正予算の説明に当たらせ

ていただきます。 

 まず、恐れ入りますが、資料の７ページを先

に説明をさせていただきます。資料７ページで

ございます。歳出の第９款・教育費に、今回４

５９９万２０００円を追加し、補正後の予算額

を４２億４９８６万９０００円にするお願いで

ございます。 

 なお、この補正額中、部長が申しましたが、

教育部が所管いたします金額は４４３９万２０

００円でございまして、残りの額は市民協働部

の所管ということで御理解をお願いをいたしま

す。 

 それでは、補正の内容について説明をいたし

ます。１５ページをお願いをいたします。１５

ページの表の下のほうになりますが、項の２・

小学校費、目２・教育振興費から説明をいたし

ます。補正額は２０万円で、全額県からの委託

金でございます。これは、郡築小学校が今年度

から２カ年間、県教育委員会から、確かな学力

の育成に係る実践的調査研究事業の小学校部門

の研究校として指定されたことに伴うものでご

ざいます。今後、学力向上等の方策に関する実

践的な調査研究として、主な課題となっており

ます思考力、判断力、表現力などを育成する授

業づくり、学びの基盤となる学級づくり、学校

と家庭との連携、小中一貫・連携教育、これら

をテーマに研究に取り組むこととなります。 

 歳出の内容については、節の区分８・報償費

及び９・旅費につきましては、研修会の講師招

聘に係る経費が主なものでございます。また、

節区分１１・需用費及び１３・委託料について

は、研究用の消耗品、調査料が主なものでござ

います。 

 次に、その下、目３・学校建設費でございま

す。補正額２８２９万２０００円、金剛小学校

校舎改築に伴う地質調査、基本・実施設計に伴

う委託料でございます。財源については、事業

費の９５％、２６８０万円について、合併特例

債を活用することとしております。 

 金剛小学校の耐震化につきましては、２１年

度に実施した耐震診断で、校舎棟のＩｓ値が

０.１２、特別教室棟が０.１３、その耐震化対

策としては、２棟ともに補強での対応が可能と

の結果でございました。 

 そこで、昨年６月に策定した本市学校施設耐
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震化計画に補強の対象施設として位置づけ、本

年２月の臨時議会において、関連する補強工事

の予算を承認いただいたところでございます。 

 しかし、昨年７月から進めてまいりました補

強案の実施設計において、はりと柱の溶接につ

いての課題が明らかとなり、今年４月２５日に

耐震化対策の審査機関であります構造評価委員

会において、補強ができない建物であるとの結

論が下され、５月２日にその報告書を受理した

ものでございます。 

 そこで、対応が急がれることから、５月７日

に政策会議を開き、学校施設の耐震化は喫緊の

課題であること、計画どおり２７年度までの完

了が不可欠であることを確認し、今回の改築に

伴う補正予算の計上に至ったものでございま

す。 

 教育委員会といたしましても、金剛小学校の

校舎耐震化が、補強から改築へと変更となりま

したことについては、ある意味心苦しく思って

いるところでございますが、変更に至りました

経緯について御理解をいただきますよう、委員

の皆様には切にお願いをするものでございま

す。 

 なお、５月２４日、先日の文教福祉委員会で

説明しました資料と同じもので恐縮でございま

すが、参考としてお手元に配付をいたしており

ます。よろしくお願いをいたします。 

 次に、１ページあけていただきまして、１６

ページでございます。項の７・社会教育費、目

２・公民館費でございます。補正額が１５９０

万円、財源については、全額財団法人自治総合

センターのコミュニティー助成金でございま

す。今回の補正は、南松江町内会と水島町町内

会が、昨年末に自治総合センターへコミュニテ

ィー助成事業の申請を行っていたところ、本年

４月に、その助成が決定したことに伴うもので

ございます。 

 南松江町内会に対しては、子供みこしや野外

テント等の整備費として２５０万円、水島町町

内会に対しては、公民館建設に要する経費のお

おむね５分の３、１３４０万円が助成されるも

のでございます。 

 以上が、教育部が所管いたします補正のお願

いでございます。御審議のほどよろしくお願い

をいたします。 

○委員長（松永純一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（上村哲三君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。金剛小学校の改

築事業に当たってですね、２６８０万、これを

合併特例債を使うということになった、その経

緯をひとつ教えてください。政策会議というこ

とだったけど。 

 それから、もう一つ、自治総合センターコミ

ュニティー助成事業ですよね、この件をいろい

ろ利用したら、今から先計画している公民館建

設、後で請願も上がってきているけど、そうい

う関係のですね、事業費を捻出するには大変有

効な部分があると思いますが、計画に当たっ

て、そのあたりはどうなっているか教えてくだ

さい。この２点です。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、釜次長。 

○教育部次長（釜 道治君） はい。金剛小学

校の地方債、合併特例債をということでござい

ますが、合併特例債を活用するのが一番補助残

の事業に対する起債の充当率が高い、９５％対

象になるということと、後年度、元利償還金の

７０％が交付税措置されるということがござい

ます。ほかの支援策よりも、この合併特例債が

最も支援度が高いということで、この起債を活

用させていただきたいというのが、まず１点目

のお答えでございます。 

 それと、自治公民館、確かにおっしゃるよう
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に、今回陳情も出ておるというところでござい

ますが、この自治総合センターのコミュニティ

ー助成事業につきましては、当然判断なさると

ころが財団法人自治総合センターということ

で、申請を出して、お認めいただけるかという

のは、全国から集まってまいりますもんですか

ら、なかなかその、計画が立てにくい、もしく

は採択されるかどうか保証がないということで

ございますので、これまで八代市でも複数、幸

いに対象になったところもございますが、今回

の水島町内についても、２年目の申請で、タイ

ミングよく認められたということで、その計画

的な実行ができない。それと、市自体に自治公

民館の補助事業がございます。これについて

は、自治、各町内のその状況に応じて、対象に

なるならば、一部その補助金を支給するという

仕組みになっておりますので、要は、申請され

る町内の御都合もございますから、ここは町内

に御判断をいただくというようなことで、今、

取り組んでおるところでございます。２点目は

そういうことでお答えいたします。 

○委員長（松永純一君） いいですか、ほかに

ありませんか。 

 はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 今、上村議員さんの質

問の続きになりますけども、ということは、申

請も、毎年毎年申請してたら、割と可能性は高

いということになるんですか、そのあたり。 

○委員長（松永純一君） はい、釜次長。 

○教育部次長（釜 道治君） 要は、決定、意

思決定ができるのが自治総合センターというこ

とでございますから、２回、３回すれば、必ず

採択されるかというのは、なかなか、八代市と

して申し上げるのは難しい。 

 それと、最近見ておりますと、やっぱり築４

０年、５０年という状況の中で、切迫した状況

での建てかえということですので、市の公民館

の整備費の補助金を御利用なさって、計画的に

積み立てをして対応されておられるところが、

実質的には多いということでございます。 

○委員（飛石順子君） はい、わかりました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） はい、よかですか。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） ちょっとお尋ねなんだ

けど、大体、この公民館建設に当たってです

ね、４０坪以下が、大体２００万、市は助成し

よったですたいね。４５坪以下、以上だったか

な、３００万。それは別に、これは助成はなし

かな、ちょっと。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） 生涯学習課の

宮崎です。 

 今の矢本議員の御質問ですが、今回の、この

水島町に対しては、八代市の補助金は該当しと

りません。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 ほかに意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、第９款・教

育費については終了いたします。 

 入れかえをお願いいたします。 

 それでは、次に、健康福祉部から、歳出の第

３款・民生費及び第４款・衛生費について一括

説明願います。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、健康福祉部、

上田部長。 
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○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）お世話になります。 

 今回、お願いしております、議案第６１号・

平成２４年度一般会計補正予算・第１号のう

ち、健康福祉部が所管いたします民生費、衛生

費につきまして、堀次長より説明させていただ

きますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、健康福祉部、

堀次長。 

○健康福祉部次長兼福祉事務所次長（堀 泰彦

君） はい、おはようございます。（｢おはよ

うございます」と呼ぶ者あり）お世話になりま

す。座らせていただき、説明を続けさせていた

だきます。 

 それでは、議案第６１号・平成２４年度八代

市一般会計補正予算・第１号のうち、健康福祉

部が所管いたします第３款・民生費及び第４款

・衛生費につきまして御説明いたします。 

 補正予算書の３ページをお願いいたします。

歳出の部でございますが、款の３・民生費、項

の２・児童福祉費に９７２８万６０００円を追

加し、補正後の予算額を８２億２４３０万６０

００円となっております。民生費総額では、そ

の上の欄でございますけれども、１９６億７３

４６万７０００円となっております。 

 また、款の４・衛生費、項の１・保健衛生費

に２１８万円を追加し、補正後の予算額を１５

億１４５４万２０００円となっており、衛生費

総額としましては４１億９６０６万７０００円

となっております。 

 次に、補正予算書の１２ページをごらんくだ

さい。内容につきまして御説明申し上げます。

真ん中のほうですが、款の３・民生費、項の２

・児童福祉費、目の１・児童福祉総務費に９３

３万１０００円を追加いたしております。補正

後の予算額が３億６０９１万６０００円となっ

ております。 

 次に、目の３・保育所費には、補正額といた

しまして８７９５万５０００円を計上し、４８

億５２６９万３０００円といたしております。 

 あわせまして、項の２となります児童福祉費

は９７２８万６０００円の補正によりまして、

補正後の予算額を８２億２４３０万６０００円

といたしております。 

 節の欄を御説明いたします。まず、目の１・

児童福祉総務費のところでございますが、節の

９・旅費に４０００円、節の１３・委託料に９

３１万３０００円を計上しております。この委

託料の内訳は、母子生活支援施設入所措置事業

分が５７６万３０００円、病児・病後児保育事

業分が３５５万円となっております。節の１４

・使用料及び賃借料１万４０００円は、旅費と

ともに入所者の状況調査のための高速使用料で

ございます。 

 説明欄の母子生活支援施設入所措置事業でご

ざいますが、当初予算におきまして、３世帯８

名分の措置費を計上しておりましたが、新たな

ＤＶ事案が発生しましたため、２世帯５名分の

母子生活支援施設への入所が必要となり、入所

措置に伴います委託料の不足分と合わせまし

て、５７８万１０００円を補正するものでござ

います。特定財源としましては、国２分の１、

県４分の１の補助金でございまして、国県支出

金６６３万２０００円中４２６万６０００円が

本事業分でございます。また、その他の財源と

しましては、施設の入所者負担金７万３０００

円を予定いたしております。 

 次に、病児・病後児保育事業委託の３５５万

円は、県が示します補助基準額が、今年度から

増額になったことに伴いまして、当初予算に不

足する分を補正いたすものでございます。単価

改正の内訳は、社会福祉法人八代児童福祉会、
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乳児院のことでございますが、に委託しており

ますキッズルームにつきまして、病児対応型の

基本分が１４１万円から９９万円増となります

２４０万円となり、年間延べ利用人数が２００

人から３９９人の施設に対します補助加算分が

３５２万５０００円から７２万５０００円増額

の４２５万円となっております。また、横手新

町の谷口ハイツに設置しております、同法人に

委託しますキッズケアホームにつきましては、

病児対応型の基本分が、同じく１４１万円から

９９万円増の２４０万円となり、年間延べ利用

人数４００人から５９９人の施設でございます

ので、対します補助加算分が５４０万５０００

円から８４万５０００円増額の６２５万円とな

っております。増額となりました金額の合計が

３５５万円でございます。特定財源としまして

は、国県支出金６６３万２０００円中、本事業

費３５５万円に対しまして補助率３分の２の県

補助金２３６万６０００円を予定いたしており

ます。 

 次の目の３・保育所費の節の１９・負担金補

助及び交付金８７９５万５０００円は、私立保

育所施設整備補助金としまして、日奈久大坪町

にございますみずほ保育園の改築に要します経

費１億４４７１万１０００円のうち補助対象経

費となります１億１７２７万４０００円の４分

の３を補助するものでございます。助成額は８

７９５万５０００円となっておりますが、特定

財源としまして、基準額に対して国県支出金と

して県補助の２分の１、５８６３万７０００円

を予定しております。市の補助分は基準額の４

分の１の負担、２９３１万８０００円となりま

す。みずほ保育園は昭和５２年３月竣工の建物

であり、平成１２年３月に屋根部分等を含めま

した大規模修繕を行っておりますが、最近雨漏

りなどが目立つ等の施設全般が老朽化している

状況でございました。また、新耐震基準に該当

しておりませんため、増設や改修が厳しく制限

されており、保育環境を向上させるために改築

されるものでございます。なお、昨年１２月議

会の本会議におきまして御質問がありました、

市補助金を受けました工事の市内業者の活用に

つきましては、本年度から原則市内業者に限定

した入札になるように保育所施設整備補助金交

付要綱を改正しておりますことをお知らせいた

します。 

 次に、１３ページをお願いいたします。款の

４・衛生費、項の１・保健衛生費、目の１・保

健衛生総務費に補正額２１８万円を計上し、補

正後の予算額を１１億８５８２万４０００円と

するものでございます。 

 説明欄をごらんください。診療所特別会計へ

の繰出金を２１８万円増額するものでございま

す。これにつきましては、後ほど議案第６２号

・八代市診療所特別会計補正予算におきまして

詳細を御説明いたしますが、椎原診療所の看護

師が４月２９日に急に亡くなられたことによる

必要となった経費分を、今回急遽補正計上させ

ていただいたものでございます。 

 以上、健康福祉部関係の一般会計補正予算に

つきまして説明を終わらせていただきます。御

審議のほど、どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

○委員長（松永純一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

 はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 病児・病後児保育の、

この２年間ぐらいの子供人数、それから、先生

の数を、わかりましたら、ちょっと。３年ぐら

いのあれですね。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、こども未来

課、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい、おは

ようございます。（｢おはようございます」と
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呼ぶ者あり）こども未来課、松村でございま

す。 

 ただいまの御質問でございますけども、病児

・病後児保育事業におけます子供の利用者数に

つきまして、決算で申し上げたいと思います。

平成２１年度は、キッズルームにおきましては

年間２０２名、キッズケアホームにつきまして

は年間の３１３名。平成２２年度、キッズルー

ムにおきましては２２９名、キッズケアホーム

におきましては５３６名。平成２３年度、キッ

ズルームにおきましては８９名、キッズケアホ

ームについては６１２名でございます。ただい

ま申し上げました平成２３年度のキッズルーム

につきましては８９人と、例年よりも少ない数

字になっております。こちらにつきましては、

八代乳児院のほうが、平成２３年度は改築を行

いましたために、２３年の８月から３月まで

が、一応一時休止という取り扱いになったため

に、数が少なくなっております。 

 なお、もう一点お尋ねがありました、そこの

職員の配置ということでございましたけども、

職員の配置につきましては、実際入ってくる子

供たちによりまして基準が決まっておりまし

て、一応そちらのほうまで、ちょっとまだ、き

ょうは資料をお持ちしてないんですが、基準に

ついて申し上げたいと思います。 

 まず、病児の子供たちを預かる場合に、利用

児童がおおむね１０名につきまして１名の看護

師もしくは准看護師等の資格を持った方が必要

でありますというのと、もう一つが、預かる子

供３名について１名以上の保育士を配置しなけ

ればいけないということになっておりますの

で、定員のほうが、キッズケアホームの場合、

今４名以上というふうになっているわけです

が、４名を預かる場合には、保育士２名と看護

師の資格を持った者１名の計３名が必要だとい

うふうになります。 

 以上で終わります。 

○委員長（松永純一君） いいでしょうか。 

○委員（飛石順子君） はい、済みません。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） その改築なさった間は

どのようになさってたんですか。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） はい。改築

の間でございますけども、職員のほうが、一応

その間は余るような感じになりますもんですか

ら、基本的にはキッズケアホームのほうに受け

入れ人数をふやしました。ですが、日によりま

しては、実際そこでも足らないというような状

況が発生したということを聞きました。ですの

で、今後いろんな緊急サポートですね、（｢フ

ァミリーサポート」と呼ぶ者あり）ファミリー

サポート事業ですね、そちらのも含めたところ

で、今後のですね、需要の実態等も調べた上で

ですね、検討を今後は進めていきたいというふ

うには考えております。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 私も、ファミリーサポ

ートセンターの提案して、やっぱり、そこの乳

児院がすごく大変だという部分で、少しでもフ

ァミリーサポートセンターのほうでお手伝いで

きるようにといって提案してたんですけど、ま

だ、そこら付近が解決ができてないようですの

で、しっかりですね、行政のほうでは後押しの

ほうよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６１号・平成２４年度八代市一般会計

補正予算・第１号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第６２号・平成２４年度八代市診療所特

別会計補正予算・第１号 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第６２号

・平成２４年度八代市診療所特別会計補正予算

・第１号について説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして、議案第６２号・平成２４

年度の診療所特別会計補正予算・第１号につい

て、はつらつ健康課、蒲生課長より説明させて

いただきますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい、委

員長。 

○委員長（松永純一君） はい、はつらつ健康

課、蒲生課長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）はつらつ健康課の蒲生です。よろしく

お願いいたします。座りまして、説明させてい

ただきます。 

 それでは、別冊になっております議案第６２

号・平成２４年度八代市診療所特別会計補正予

算・第１号につきまして御説明をいたします。 

 １ページをお願いいたします。第１条で、歳

入歳出それぞれに２１８万円を追加し、総額８

９４０万５０００円としております。詳細につ

きましては、事項別明細書で御説明をいたしま

す。 

 ５ページをお願いいたします。今回の補正と

しましては、泉町五家荘地域にあります椎原診

療所において、昭和６１年より勤務された看護

師が本年４月２９日に急逝されました。同看護

師は地元に居住され、看護師の資格だけでな

く、医療事務や診療報酬請求事務にも精通され

ていて、看護業務と医療事務業務を１人で行っ

ておられましたので、今回診療業務を継続して

実施していくために、医療事務に従事する事務

職員の雇用などの費用を補正するものでござい

ます。 

 まず先に、３、歳出については、款の１・総

務費、項の１・総務管理費、目の１・一般管理

費、補正前の額５４２８万円、補正額でござい

ますが、２１８万円でございます。 

 節の４・共済費１６万７０００円、節の７・

賃金１０８万２０００円、これらは医療事務に

従事する臨時職員分の共済費と賃金でございま

す。節の９・旅費４万９０００円、これは五家

荘という人材が限られた地域でありますので、

急遽五木村より後任の看護師を１名雇用してい

ますが、臨床経験がほとんどないことから、月

一、二回、僻地医療拠点病院であります公立多

良木病院での臨床研修に要する旅費でございま

す。節の１３・委託料８８万２０００円、これ

は医療事務の経験の少ない事務職員を雇用しま

すことから、専門の業者に月に２回のレセプト

点検と医療事務指導及び月初めの診療報酬請求

事務を委託するものでございます。 

 次に、歳入でございます。款の４・繰越金―

―繰入金、項の１・一般会計繰入金、目の１・

一般会計繰入金。補正前の額２９９８万９００

０円、補正額が２１８万円、一般会計から繰り

入れるものでございます。 

 以上が、今回の補正予算の内容でございま
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す。御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 ほかに、意見がありましたら、お願いしま

す。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。予算関係と直接

関係ございませんけれども、今回突然お亡くな

りになられたということで、先般、事情をお聞

きしましたところ、公務災害といいますか、労

災との関連はないということで、御自身のお病

気があってのことというふうなお話も伺ったと

ころですけれども、今回のこの方に限らず、最

近市の職員さんも急死なさっていらっしゃる例

もございますものですから、その分に対しまし

て、労働環境の点検なり、あるいは職員の健康

管理について、なお一層の啓発、組織としての

対応をお願いしたところでございますので、今

後、健康福祉部におかれましてもですね、専門

的見地から職員の管理については、いろいろ御

配慮をお願いしたいと思います。 

 以上、意見でございます。 

○委員長（松永純一君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これよ

り、はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。この間、急逝さ

れたということでですね、臨時職員の採用を五

木村のほうからということなんですが、今後と

も、できればですね、八代管内からの、やはり

雇用をというふうなことはですね、大変限定さ

れた地域でありますからですね、大変難しい部

分はあるかとは思いますがですね、そのかわり

に、エリアを少し広げてでもね、行かれるとい

うような承諾がとれる方がいらっしゃればです

ね、ぜひそのような方法で進めていただければ

というふうに思います。 

 それから、まだ臨床経験が余りないというこ

とだったんでですね、できれば精通した方です

ね、いらっしゃれば、そのほうが、特に田舎だ

からですね、田舎だから安心感をですね、与え

るためにも、そういう配慮をお願いしたいと、

意見としてお願いします。 

○委員長（松永純一君） ほかに意見はありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６２号・平成２４年度八代市診療所特

別会計補正予算・第１号について、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第６５号・専決処分の報告及びその承認

について（八代市国民健康保険税条例の一部を

改正する条例） 

○委員長（松永純一君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 議案第６５号・八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例に係る専決処分の報告及び

その承認についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。次に、事件案件といたしまして、議案

書２３ページに掲載しております、議案第６５

号・専決処分の報告及びその承認につきまし
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て、国保ねんきん課、小林課長より説明させて

いただきますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、国保ねんきん

課、小林課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）国保ねんきん課、小林でござい

ます。失礼しまして、座らせていただいて説明

したいと思います。 

 それでは、議案書の２３ページ、議案第６５

号・専決処分の報告及びその承認についてでご

ざいます。 

 ２４ページをお願いいたします。専決第３号

・平成２４年３月３１日付にて専決いたしまし

た、八代市国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の内容について説明いたします。 

 改正の理由といたしましては、東日本大震災

における被災者の負担軽減等に係る地方税法等

の改正によるものでございます。 

 改正の内容につきましては、２５ページにあ

りますように、国民健康保険税の所得割の算定

に当たりまして、東日本大震災に係る被災居住

用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例とし

て、附則第１７項を追加するものでございま

す。これは、東日本大震災の被災者等に係る国

税関係法律の臨時特例に関する法律第１１条の

６第１項の規定により、震災によって居住用家

屋が滅失した土地等を譲渡した場合、租税特別

措置法に定める譲渡所得の課税の特例の適用に

つきまして、譲渡期限が３年から７年に延長さ

れたものでございます。 

 以上が、主な内容でございます。御承認のほ

どよろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

 はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） もう少し詳しく説明し

ていただけますか。 

○委員長（松永純一君） はい、小林課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） 今回の特

例の内容でございますけれども、東日本大震災

におけます被災者の負担軽減等に係る改正でご

ざいまして、この震災におきまして、被災居住

用財産の敷地を譲渡した場合の長期譲渡所得の

課税の特例等の適用期限、この特例の中につき

ましては、租税特別措置法の中で譲渡益から特

別控除がございましたりとか、長期譲渡の場合

の税率の軽減とか、そういった特例がございま

すが、この場合、前、売買した年から３年後の

１２月３１日までに、前所有されていた不動産

を譲渡しなければ適用されないというふうに、

３年間という期限がございます。これを震災に

遭われた方々の財産につきましては、７年に延

長しようというものでございます。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） いいですか。ほかに

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第６５号・八代市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例に係る専決処分の報告及び

その承認については、可決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

                              

◎議案第７０号・熊本県後期高齢者医療広域連

合規約の一部変更について 
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○委員長（松永純一君） 次に、議案第７０号

・熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変

更についてを議題とし、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続きまして、議案書３５ページの議案

第７０号・熊本県後期高齢者医療広域連合規約

の一部変更について、同じく国保ねんきん課、

小林課長より説明させていただきます。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） はい、委

員長。 

○委員長（松永純一君） はい、小林課長。 

○国保ねんきん課長（小林眞二君） 引き続き

説明させていただきます。失礼して、座らせて

いただきます。 

 それでは、議案書の３５ページ、議案第７０

号・熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部

変更について御説明申し上げます。 

 今回の規約の変更内容につきましては、平成

２４年４月１日の熊本市の政令指定都市移行に

よる行政区の設置に伴い、後期高齢者医療広域

連合の事務所の所在地につきまして、熊本市の

次に東区を加え、熊本市東区健軍２丁目４番１

０号とするものでございます。 

 なお、地方自治法第２９１条の１１の規定に

より、広域連合の規約を変更する場合は、関係

地方公共団体の議会での議決が必要となります

ことから、本議案を提出するものでございま

す。 

 以上、説明といたします。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７０号・熊本県後期高齢者医療広域連

合規約の一部変更については、可決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

                              

◎議案第７８号・八代市乳幼児医療費の助成に

関する条例の一部改正について 

○委員長（松永純一君） 続いて、条例議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第７８号・八代市乳幼児医療費の

助成に関する条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。次に、議案書５３ページの議案第７８

号・八代市乳幼児医療費の助成に関する条例の

一部改正につきまして、こども未来課、松村課

長より説明させていただきます。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、こども未来

課、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） こども未来

課、松村でございます。座りまして、御説明さ

せていただきます。（委員長松村純一君｢は

い、どうぞ」と呼ぶ） 

 議案書の５３ページでございます。議案第７

８号・八代市乳幼児医療費の助成に関する条例

の一部改正について御説明申し上げます。 

 提案理由でございますが、下のほうに記載し

ております、外国人登録法の廃止及び住民基本
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台帳法の改正により、外国人登録制度が廃止さ

れ、外国人住民が住民基本台帳法の適用対象と

されたことに伴い、条例改正が必要であるとい

うことから、今回御提案をしております。 

 次のページ、５４ページをお開きいただきた

いと思います。そこで、本条例の改正部分でご

ざいますが、４行目のほうに、第２条第１号中

を、今回一部改正をしております。この第２条

でございますが、この第２条には、乳幼児医療

費助成の対象となる乳幼児の定義をしている条

文でございます。その中の、この４行目からで

ございますが、第２条第１号中、本市に居住す

る住民登録をしている者及び外国人登録をしい

る者となっておりますのを、本市に居住し、住

民登録をしている者というふうに、外国人登録

制度が廃止されたことに伴いまして、外国人登

録をしている者を、今回削除するものでござい

ます。 

 なお、施行日につきましては、国の施行日と

同じく平成２４年７月９日からとなります。 

 以上、説明を終わります。よろしくお願いし

ます。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７８号・八代市乳幼児医療費の助成に

関する条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第７９号・八代市重度心身障がい者医療

費助成に関する条例の一部改正について 

○委員長（松永純一君） 次に、議案第７９号

・八代市重度心身障がい者医療費助成に関する

条例の一部改正についてを議題とし、説明を求

めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい。続いて、議案書５５ページの議案第７

９号・八代市重度心身障がい者医療費助成に関

する条例の一部改正について、障がい福祉課、

硴塚課長より説明させていただきます。 

○障がい福祉課長（硴塚康浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、障がい福祉

課、硴塚課長。 

○障がい福祉課長（硴塚康浩君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）障がい福祉課の硴塚です。よろしくお願

いいたします。座りまして、説明させていただ

きます。 

 議案書の５５ページをお願いいたします。よ

ろしいでしょうか。議案第７９号・八代市重度

心身障がい者医療費助成に関する条例の一部改

正についてでございます。 

 提案理由でございますが、外国人登録法の廃

止及び住民基本台帳法の改正により、外国人登

録制度が廃止され、外国人住民が住民基本台帳

法の適用対象とされたことに伴い、条例を改正

するものです。 

 現在、障がい福祉課におきましては、重度の

身体及び知的障害者に対し、医療費の助成を行

っております。別紙１枚物の資料をお配りして

おりますが、ごらんいただきたいと思います

が、八代市重度心身障がい者医療費助成に関す

る条例新旧対照表というのがございますが、あ

りますでしょうか。（｢１枚物」「今日配った



 

－13－ 

の」「ないですね」「よかよか」と呼ぶ者あ

り）よろしいでしょうか。 

 資料の一番下の枠が現行で、真ん中の枠が改

正案でして、その中の受給資格者の（２）が、

今回の改正部分でございまして、住民登録をし

ている者もくしは外国人登録をしている者とい

うところを、先ほどと同じ理由ですけれども、

その部分を住民登録をしている者に改めるもの

でございます。 

 なお、当条例の内容については変更はなく、

施行日は、新住民基本台帳法の施行日と同じ

く、平成２４年７月９日でございます。 

 文言の修正というところだけでございます。 

 以上でございます。御審議のほどよろしくお

願いします。 

○委員長（松永純一君） 以上の部分について

質疑を行います。質疑はありませんか。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。条例改正につい

て、直接の質疑じゃないんだけど、これに対し

て予測される人数ですたいね、重度心身障害

が、今度外国人登録は住民基本台帳と一緒にな

って、それを７月１日、直近のやつでどれぐら

いの予測ができているんですか。 

○障がい福祉課長（硴塚康浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、硴塚課長。 

○障がい福祉課長（硴塚康浩君） はい。現在

２３年度中にですね、対象となっている人数で

すけれども、４０１７名というのが、２３年度

出ておりまして、毎月継続して、入院とか通院

されている方は、毎月のように申請があるんで

すが、延べ件数として５万２３９６件が、

（｢聞こえない」と呼ぶ者あり）５万２３９６

件が延べ件数でございます。 

 今回、こういう外国人登録制度がなくなって

云々というのがありますけども、外国人登録が

されてる方、もくしは住民基本台帳法に載って

いる方を対象として受け付けておりますので、

実質的には今回の改正でふえるとか、そういう

ものはないというふうに思っております。 

○委員（上村哲三君） わかりました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、質疑を終わ

ります。 

 ほかに、意見がありましたら、お願いしま

す。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第７９号・八代市重度心身障がい者医療

費助成に関する条例の一部改正については、原

案のとおり決するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎請願第２号・高田公民館の早期改築について 

○委員長（松永純一君） 次に、請願・陳情の

審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送にて届いておりま

す要望書については、写しをお手元に配付いた

しておりますので、御一読いただければと存じ

ます。 

 今回、当委員会に付託となっておりますの

は、新規の請願１件に継続審査の請願２件と陳

情１件です。 

 それでは、まず、請願第２号・高田公民館の

早期改築についてを議題といたします。 

 それでは、要旨は文書表のとおりですが、念

のため書記に朗読をいたさせます。 

○書記（小川孝浩君） （書記、朗読） 

○委員長（松永純一君） 本請願について、質
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疑、御意見はありませんか。 

○委員（上村哲三君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。過去においても

ですね、高田地区で公民館建設の話が幾つか、

何度かあっているというふうに伺っておりま

す。これまでの経緯をですね、ぜひお伺いを、

担当課にお伺いをしたい。 

 それと、建設予定というのが、ある程度公民

館の場合は計画があると思うんですが、その面

も含めて担当課に説明を求めたいんですが、よ

ろしいでしょうか。 

○委員長（松永純一君） それでは、執行部か

ら説明を求めます。 

 それでは、高田公民館の請願につきまして、

これまでの経緯、それから、今後の計画等につ

いて、執行部のほうから説明を求めます。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい、失礼し

ます。生涯学習課の宮崎です。座って説明させ

ていただきます。 

 これまでの高田公民館に対する要望の経緯を

御説明いたします。 

 平成２２年８月に、校区長より市長へ、整備

に関する要望書というのが提出されておりま

す。それに基づきまして、公民館の状況、それ

から、改修、改築、それぞれの案について、い

ろいろ調査を実施しております。 

 その後、平成２３年１月に、再度高田校区の

ほうから市長への要望がございまして、改築、

改修、それぞれについて案をつくりながらです

ね、協議をしたところでございます。これまで

には、どうするというような結論には達してお

りません。 

 平成２３年１１月になりまして、高田校区の

全体の要望の中で――の一つとして、再度市長

への要望があっております。今年度に入りまし

て、４月１６日におきましても、市長への要望

書の提出ということで、再三の要望があってお

りますけども、まだ、建設に関する具体的な提

案はしておりません。 

 以上です。 

○委員長（松永純一君） ただいまの説明も含

めて、質疑、まず。はい。 

○委員（上村哲三君） 平成２２年以前はあっ

てないんですかね、そういう話は。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） 正式の要望書

という形では出ていないということでございま

す。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） だったら、今の主管の

課で、大体、その建設予定というのをある程度

組んでいくと思うんだけど、その中では、いつ

ぐらいには実現しそうな雰囲気があるわけ。予

算的なもんも、何も出てないから、大変難しい

とは思うけど、今、今回も上がってきている

ね、今度のやつはコミュニティー助成事業のあ

れでやる分もあったけど、市単独としてです

ね、助成をしながら、こういう建築計画、改築

計画というのがある中で、順位としてはまだま

だ後のほうということになるのかな。 

○委員長（松永純一君） はい、北岡部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい、お世話にな

ります。 

 今、お尋ねがありました件でございますが、

本年の３月のですね、市議会の一般質問の中で

もお答えをさせていただいているところでござ

いますけども、現在教育部のほうでは、学校施

設の耐震化ということに鋭意取り組んでおりま

す。２７年度までには完了というのを目指して

おりますが、この総額が７０億円を超えるとい

うところで、非常に財政的な負担もお願いをし

ながらというところでございますので、現在と

いたしましては、校区公民館の改修等について



 

－15－ 

ですね、計画を立ててというようなところはご

ざいません。 

 ただし、今後計画的にですね、整備を進めて

いくということで、検討していく必要があろう

かというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） だったらですね、先ほ

ども出ました、コミュニティー助成事業です

ね、ああいうあたりをですね、早く、いい、ま

だいい、聞きなさい、まずは。あのあたりので

すね、制度事業を十分活用する工面をですね、

していくことが大事じゃなかろうかと、そのた

めには、設計でも何でもですね、早くやってで

すよ、事業費を積算して、無理でもいいから早

目にできるようなですね、仕組みをちょっと、

アドバイスでもですね、高田校区のほうにして

あげればというふうに思うんですが、それに対

してどうですか。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。議員

の、今回のですね、高田公民館というのは、市

の施設でございまして、自治公民館の自治総合

センターの助成事業というのはですね、この公

民館には該当しないわけなんですよ。それで、

財源としては、八代市の予算を使わないと手続

ができないという事情がございますもんで、す

ぐ改築だとか、そういうですね、財源がないと

ころでのお話ができないということでございま

す。 

○委員長（松永純一君） はい、釜次長。 

○教育部次長（釜 道治君） 今の自治総合セ

ンターの説明のときに、私が明確に自治公民館

という表現を、少し落としておった部分がござ

いましたので、少し、市がつくる施設まで対象

になるようなニュアンスでとれたかもしれませ

ん。そこは私の説明不足ということで、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はいはい、私のほうも

勉強不足もあったかもしれない。 

 じゃあ、校区の下にある各自治公民館がコミ

ュニティー助成事業の対象となるということで

すよね。でも、結構、さっきの予算じゃ、規模

は大きいですよな。（｢大きい、大きい」と呼

ぶ者あり）そんな小さくないよ、はっきり言っ

て。そういう部分からしたらですね、校区とな

ったら相当な、やっぱり大きな、例えば、緊急

避難所の件もするというような形で、今つくっ

ていってますたいね、校区公民館とか公園関係

はですね、全部ね。やはり、そういう面からし

たら、ここが、やっぱり必要としている部分で

は、大変重要なところがあるんじゃないです

か。学校耐震化もね、重要だけどですね、子供

も住民も重要な、誰もかわらぬのだからです

ね、市民の１人としては。そういう面じゃ、も

うちょっとしっかりした対応をしていったほう

がいいんじゃないの。どうですか。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。公民館

につきましても、やはり、耐震化というのを最

優先にしておりまして、昭和５６年以前の建物

については、耐震診断を実施しております。そ

の中で、日奈久南部市民センターが、この耐震

基準を満たしていない建物ということで、改修

を実施したところでございまして、高田公民館

については、残念ながらといいますか、耐震基

準を満たしておったということで、改築の対象

とは、即ならないという現状でございます。 

○委員（飛石順子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 高田校区に関しては、

普通公民館が第１避難所、第２避難所が学校っ

てなってますけど、髙田校区に関しては、やっ
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ぱり公民館が第１避難所ですか。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい。高田公

民館も第１避難所に指定されております。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、矢本委員。 

○委員（矢本善彦君） たしか、以前ね、改修

かなんかで、予算も、市はなんか検討しとった

じゃなかかな、市は、たしか。それで、また何

か、今度改築になったからね、どうしても今、

上村君が言うように、やはり、予算が大きいか

ら、やっぱ前向きに検討していただいてね、こ

れは継続でいかぬと、ここで判断、どんな、私

は思いますけど、継続でいいんじゃないかな。

（｢私に尋ねられても」と呼ぶ者あり） 

○委員（福嶋安徳君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 今、耐震でいろいろ事

業が、学校施設、教育施設、ほとんどのあれが

耐震で、今進められておりますけれども、これ

が現在まで、なかなか進まなかった事情で、こ

とし一挙に進んでいく状態で、今計画が出され

ておりますけれども、そういった耐震事業に関

しても進める。これはあくまでも老朽化を、や

っぱり考えてするべき問題じゃなかろうかと思

います。これは昭和４８年ですから、相当古い

んじゃないかなあというふうには考えられます

ので、そこらあたりもですね、やはり、この耐

震が済んだ後ぐらいには、やっぱり計画を盛り

込むというような、そういう考えもあっていい

んじゃないかなというふうには考えます。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 先ほど、公民館の全て

の耐震診断をされておると思うんですが、後で

結構ですので、その一覧なりをいただくと。ほ

かの公民館はどうかなという話にもなると思う

んですね。先ほどおっしゃったみたいに、別に

ここで、皆さん賛成で上げてもいいとは思うん

ですが、それはあくまでも上げるだけであって

ですね、建設時期がいつになるかという話では

ないと思うんですね。そうしますと、わからん

のですが、いただいた資料の中で、もっと優先

順位というのか、そういうのが出てくる可能性

もありますよね。そうなった場合に、別に反対

しとるわけじゃないんですけど、そのあたりの

対応も将来的には出てくるのかなという気がし

ますので、よかったら、後ででも結構ですの

で、現在まで調べておいでる内容の資料がいた

だければと思います。（｢わかりました」と呼

ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。（委員上村哲三君｢意見でもいいんです

か」と呼ぶ）意見も一緒に。 

○委員（上村哲三君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） 上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい、この請願に１、

２、３の理由が出てきておりますね。この件か

らしたら、やはり、第１避難所になっているち

ゅうようなことですので、緊急性はある点で要

する部分かなというふうにも思います。 

 また、今、これちょっと、市の部局じゃない

んですが、広域の関係でですね、６.５分以内

のですね、救急車の対応ができないということ

でですね、今、広域のほうで議論をされており

ますが、そういうエリアでもありますのでです

ね、やはり、こういう避難所あたりの整備とい

うのはしっかりしとくべきじゃないかなという

ような思いもあります。 

 ですから、もし、上げなければ、この請願を

ちゃんと対応して上げなければですね、ずっと

先に繰りやられてしまって、計画も何にもです
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ね、さっきほかの委員さんからもありました

が、ほかのも見ながらというようなこともある

んですが、やはり、こういう要望が出てきたら

ですね、ある程度取り上げてあげて、その中

で、あとは担当部局の中でですね、緊急性やそ

のあたりをですね、していかないと、計画はい

つまでも捨て去られるというか、後送りになっ

てしまやしないだろうかというふうな不安があ

りますので、私としては、ぜひ、ほかにも出て

くるかもしれませんがですね、採択をしてです

ね、ぜひ検討を図っていただきたいというふう

に、委員長、思います。意見としてお願いしま

す。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（飛石順子君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 一応前垣議員さんが、

後での資料を下さいとおっしゃったけど、そん

なに多くはないと思うんですよね、公民館で古

く、例えば、これは４８年に建設されている。

日奈久はもう、今回ね、計画に入っている、南

部市民センターですか。ほかに、あと何カ所ぐ

らいあるんですか、古い建物。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） 順番でいきま

すと、高田が昭和４８年で、建設されてから３

８年。千丁公民館が昭和５１年建設されて３５

年経過しておる。坂本公民館が昭和５３年建設

で３３年。日奈久南部市民センターが５３年で

３３年。金剛公民館が昭和５４年で３２年。そ

のほかは、やはり３０年含みというのが結構ご

ざいます。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） はい。やっぱり、公民

館が第１避難所だということが、まず、ありま

すよね。学校が第２避難所ということになりま

すから。ちょっと、この公民館の部分のちょっ

と、そのあたりも、何か計画のほうに入れてい

ただかないと、私が、ちょっと最近行ってない

んですけど、あそこの高田公民館、２階はたし

か子供たちの部屋もありましたね、預かる部

屋。今はない。（｢今はないです」と呼ぶ者あ

り）今はなくなった。じゃあ、２階はどんなふ

うになってるんですかね。 

○委員長（松永純一君） はい、宮崎課長。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） はい、２階

は、講堂といいますか、ホールになっておりま

す。（委員飛石順子君「ホールだけ」と呼ぶ）

あと、小さい部屋が。 

○委員（飛石順子君） 下が、そのまま図書館

とロビーと。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） ロビーと、和

室が１つ。 

○委員長（松永純一君） はい、飛石委員。 

○委員（飛石順子君） 結構、２階、下も利用

されているわけでしょう、そこはどんななんで

すか、公民館自体。 

○生涯学習課長（宮崎和喜君） 公民館の利用

自体はですね、かなりございます。 

○委員（飛石順子君） 使用していらっしゃる

んですね。じゃあ、ぜひ、何があるかわからな

いときですので、よかったら、そこも計画に入

れて、していただければと要望しておきます。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） 福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） はい。今まで御意見、

そういった早くという意見が多いです。そうい

う中にもですね、やはり、次から次、この計画

ば立てていたとかないと、この年度ば考えます

ならば、公民館施設、これは学校、校舎も建て

かえる条件のところが出てくる可能性ちゅうと

はありますたいな。今、耐震で対応する条件も

ありますけれども、年度が過ぎてくる学校、校

舎あたりも出てくる可能性があります。 

 こういった古か状態の中では、やはり早目に

計画を順次つくっていっとかないと、次から
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次、やっぱりこういう建てかえとか耐震の問題

が出てくるんじゃないかなあというふうに考え

られます。 

 どうぞ、その点も含めて、今後の計画を進め

ていっていただきたいというふうに思います。 

○委員（庄野末藏君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、庄野委員。 

○委員（庄野末藏君） 一応関連のような感じ

ですけど、今の学校関係の問題を、早急にせに

ゃいかぬということであるがゆえにですね、こ

ういう問題が、まだ先送りちゅうような感じで

すけど、できれば、そういう問題がある程度ち

ゅうか、片づく前には、もう、この、こういう

問題をですね、しっかり計画の中に入れてもら

うことで、私は、継続ちゅうか、持っていっ

て、いろんなことを、また、引き続きお願いし

ていくちゅうような形でいいんじゃなかろうか

と思います。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） ちょっと小会しても

らってよかですか。 

（午前１１時１１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１４分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に返します。 

 本件につきましては、継続審査を求める意

見と採決を求める意見がありますので、ま

ず、継続審査についてお諮りいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない

者は反対とみなします。 

 本請願について、継続審査とするに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手少数と認め、本

件は継続審査としないことに決しました。 

 それでは、採決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 本請願について、採択と決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手多数と認め、本

件は採択することに決しました。 

 入れかえをお願いします。 

                              

◎平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが

保育園民営化反対について 

◎平成２３年請願第７号・八代市立保育所民営

化等計画に基づく宮地さくら保育園の民営化計

画中止について 

◎平成２３年陳情第１１号・河俣保育園の存続

について 

○委員長（松永純一君） それでは、次に、平

成２２年請願第２号・八代市立白島ぎんが……

（｢委員長、小会お願いします。資料ば持って

くるけん」と呼ぶ者あり） 

 小会します。 

（午前１１時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１６分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に返します。 

 それでは、次に、平成２２年請願第２号・八

代市立白島ぎんが保育園民営化反対について、

平成２３年請願第７号・八代市立保育所民営化

等計画に基づく宮地さくら保育園の民営化計画

中止について、平成２３年陳情第１１号・河俣

保育園の存続についてでありますが、本３件に

ついては関連がありますので、一括議題とし、

採決については個々に行うことといたしますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 要旨は文書表のとおりです。朗読については

省略したいと思います。 

 この請願２件、陳情１件について、質疑、御

意見等はありませんか。 
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○委員（上村哲三君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい、さきにも、いろ

んな、住民、保護者から意見が出ましてです

ね、見直しをするというような担当課の意見で

ございましたので、今、その状態がどうなって

いるかを、報告を受けた上でですね、もう一回

この審査に入りたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○委員長（松永純一君） それでは、執行部の

ほうから説明を求めます。 

 それでは、請願２件、陳情１件の、請願・陳

情について、執行部のほうから、これまでの経

緯等についての説明を求めます。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 今の現状等について、松村課長より説明させ

ていただきます。 

○こども未来課長（松村 浩君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、松村課長。 

○こども未来課長（松村 浩君） こども未来

課、松村でございます。 

 個々の件につきましては、議員の皆様に大変

御心配をいただいておりますこと、大変恐縮に

思っております。 

 それでは、現在の状況につきまして、座りま

して、御説明を申し上げたいと思います。 

 この民営化等計画につきましての現状でござ

いますが、昨年５月につくりました八代市立保

育所民営化等計画につきましては、さきの一般

質問等でも御質問がありましたように、実施時

期の見直し、あるいは引き継ぎ保育の方法な

ど、内容につきまして、現計画の大まかな見直

しにつきまして、方向性は現在つくっておりま

すものの、皆様方御存じのとおり、今国会にお

きまして、社会保障と税の一体改革関連法案で

あります、子ども・子育て支援法案や総合こど

も園法案などが審議されておりました関係で、

その結果次第によりましては、私どもの計画と

実施時期が重なってまいります――重なってく

るということもありましたものですから、そち

らのほうの状況を見守っていたところがござい

ます。 

 しかしながら、今回そちらのほうの関連３法

案につきましては、撤回されるような見込みで

ございます。まだ確定ではございませんけど

も。そうなりますと、私どもの計画の進捗のほ

うを図っていかなければならないというふうに

考えているところでございます。 

 そこで、さきの一般質問にもお答えしました

ように、今回計画の策定に当たりましては、市

が大まかな素案をもとに、地域と協議をした上

で計画を策定するというようなことを申し上げ

ておりましたので、早速７月ごろから地域のほ

うに入りまして、地域と計画のほうをもんでい

きたいというふうに思っております。 

 その結果、時期としましては、秋ごろまでに

は新たな計画をお示しできるように努めてまい

りたいというふうに思っておりますので、いま

しばらく計画の提案につきましては、お時間を

いただきたいというふうに思っております。 

 また、その計画が出ますと、今後のスケジュ

ール等詳細な説明ができるかと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（松永純一君） 以上の説明含めて、

質疑、御意見はありませんか。 

○委員（上村哲三君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。秋まで、大変請

願が出てからね、長いやつは相当な期間を経て

いる。その中で、なかなか委員会で判断できな

いというのは大変つらいものがあります、委員

としても。 

 委員会の研修で愛知に行ったときはですね、
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国のいろんな補助制度事業にかかわらない、補

助金頼みにしない、その町でのですね、自立的

な計画というのを挙げてた地域がありました。

大変立派なことだと思います。今、八代市に足

らないのはそこだろうと。確かにですね、財政

的に、国の補助金をもらえばですね、楽にはな

りますよ。しかしながら、その前に、やはり、

ちゃんとしたですね、子育てのですね、こうい

う指針というのを、強い面を持っとけばです

ね、国の制度の多少の部分にですね、かかわら

ない、しっかりしたですね、八代市の子育て計

画というのがですね、できるんじゃないかとい

うのができれば一番いいとは思っていますが、

何しろ財政的なことも、議員でありますからで

すね、理解しとるつもりでございますのでです

ね、できれば、もうちょっとしっかりした指針

をですね、保護者や地域の方々の意見を聴取す

るときもですね、ちゃんと市の実態も訴えなき

ゃいけないけですね、しっかりした指針の中で

相互の合意が得られるですね、計画をつくっ

て、委員会にもお示しをいただきたいというふ

うに思います。 

 ということで、委員長、この件はまだまだ判

断ができないんじゃなかろうかというような気

がしますが、いかがでしょうか。 

○委員長（松永純一君） 今の上村委員の意見

も踏まえて、皆さん方、ほかに御意見、質疑は

ありませんか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。この件につきま

しては、私も昨年度２回にわたりですね、質問

させていただきまして、現在の計画を見直すと

いうようなことでの取り組みの状況は、今の御

説明でおおむね理解いたしました。 

 ただ、１つお尋ねしたいんですけれども、７

月というと、もう来月なんですけれども、今、

市がおおむねの方向を整理したと、それを持っ

て地域に入りたいとお話がありましたが、その

入る地域というのは、どこを指していらっしゃ

いますんでしょうか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 いいですか。 

○委員長（松永純一君） はい、上田部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君）

 今、それをお話ししますと、また、いろいろ

と分断を招くものですから、また、地域の方々

の――保護者の方々とのコンセンサスを得なが

らということで進めてまいりたいと思いますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○委員長（松永純一君） はい、西濵委員。 

○委員（西濵和博君） はい。それ以上は求め

ませんけども、私が求めてたのは、公立保育所

１４園ありますので、１４園の前提のビジョン

というのは、必ず押さえた中でですね、適宜必

要に応じて順番とか、時期とかあると思います

けど、そこはですね、しっかり確認させていた

だきたいという意味でのお尋ねでございまし

た。了解しました。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

○委員（福嶋安徳君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、福嶋委員。 

○委員（福嶋安徳君） 今言われたとおり、や

はり、何といいますか、市の対象として、民営

化に進める、廃園にするという計画が、やは

り、園児の少ないところを対象に、一番に持っ

ていって、その話をやっているというのが一

番、そういったところの問題点じゃなかろうか

と思うんですよね。少なかっても、多いところ

から、そこに、何ちゅうか、車で移動手段をつ

くれば、少ないところの解消もできるしです

ね、そこはそことして、何とかそういった方向

性もあるだろうし、もともと少ないところを対

象にして、民営化とか何とかをやろうとしたと

ころに無理が生じる。それは、やはり、民営化
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というのは、やはり、子供さんが、園児が少な

ければ民営化にしても、それは運営が成り立た

ぬわけでしょう。そういった問題点も含めてで

すね、やはり、考えて、この計画をつくってい

く必要性があるだろう。 

 もともと、本当に民営化を進めるのであるな

らば、園児が多いところでもできる可能――の

ほうが、大いにそれはできる可能性というのは

早かわけですたい。 

 一番、市が独自で、今、上村委員が言われた

ように、努力をして、そういった形をつくって

いくという中には、そういうところも含まれて

おるわけですたいね。西濵委員が言われた、そ

ういった体制づくりちゅうのも、本来考えてい

くならば、そっちのほうが、かえってたやすく

できる可能性ちゅうとは多かわけですたいね。 

 そういうのも含めて、本来、もともと民営化

を図るという計画を進めていくのであるならば

ですよ、もともとそっちのほうも考え――から

考えたほうが、より、何というか、受け入れや

すい方法もできるんじゃないかなというふうに

は思うんですけどね。そういったところも検討

しながら、やっていただければというふうに考

えております。 

 なかなか、この問題ちゅうのは、今、執行部

がある程度めどを示さぬことにはですな、私た

ちもなかなか進めにくかですけども。 

 どうぞ、その点含めて、大いに検討して、よ

ろしくお願いいたしておきます。 

○委員（上村哲三君） はい、委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、上村委員。 

○委員（上村哲三君） はい。今、ほかの委員

さんからも意見がありましたが、そういう面か

ら含めてですね、この３件、請願・陳情出て、

大変請願者の皆さんには心苦しいんですが、時

期がですね、長くなっているのは心苦しいんで

すが、もうしばらく継続審査にしていただいて

ですね、その後委員会でちゃんとした過程での

決定を諮ればというふうに思いますが、いかが

でしょうか。 

○委員長（松永純一君） 執行部のほうのです

ね、計画が、まだ進んでない。そして、その報

告がなされていないというのは、私も重々感じ

ております。ぜひですね、７月の地域との協

議、そして、計画の策定、そして、その次に新

計画をつくってというスケジュールが、秋ごろ

であるということですので、次回にはですね、

その審議がもう少し、より具体的にできるとい

うふうに思います。 

 今、委員のほうから継続審査にしたらという

御意見でございますので、この３件について、

継続審査についてお諮りをいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 平成２２年請願第２号・八代市立白島ぎん

が保育園民営化反対について、継続審査とす

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 次に、平成２３年請願第７号・八代市立保育

所民営化等計画に基づく宮地さくら保育園の民

営化計画中止については、継続審査とするに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 次に、平成２３年陳情第１１号・河俣保育園

の存続については、継続審査とするに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（松永純一君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

○委員長（松永純一君） お諮りいたします。 
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 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任いただきたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時２７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

○委員長（松永純一君） 本会に返します。 

                              

◎所管事務調査 

・教育に関する諸問題の調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

○委員長（松永純一君） 次に、当委員会の

所管事務調査２件を一括議題とし調査を進め

ます。 

 当委員会の所管事務調査は、教育に関する

諸問題の調査、保健・福祉に関する諸問題の

調査、以上の２件です。 

                              

・教育に関する諸問題の調査（八代養護学校の

基本設計について） 

○委員長（松永純一君） このうち、教育に

関する諸問題の調査に関連して、執行部から

発言の申し出があっておりますので、これを

許します。 

 それでは、八代養護学校の基本設計につい

て、お願いいたします。 

○教育部長（北岡 博君） はい。 

○委員長（松永純一君） はい、教育部、北岡

部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい、大変お世話

になります。 

 平成２３年度の１２月補正予算でお願いをい

たしました、八代養護学校校舎改築の基本設計

が完了いたしました。 

 説明につきましては、教育施設課、増住課長

が行いますので、よろしくお願いいたします。 

○教育施設課長（増住眞也君） 委員長。 

○委員長（松永純一君） はい、教育施設課、

増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） 改めまして、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）教育施設課、増住でござい

ます。それでは、座りまして、説明させていた

だきます。 

 目の前に、一応模型のほうを準備させていた

だきました。ちょっとお席からは遠うございま

すけども、お配りしました資料とあわせて、見

比べていただければなというふうに思います。 

 説明のほうは、お手元に配付いたしました資

料のほうでさせていただきます。八代養護学校

校舎改築事業概要という資料があろうかと思い

ますが、ございますか。 

 今回、基本設計に当たりましては、関係者、

特に学校の先生方と何度も協議を行いまして、

たくさんいただいた御要望をですね、なるべく

盛り込むという形で作成をいたしたものでござ

います。 

 資料中２の施設内容、（３）改築のところの

①校舎、新校舎でございますが、構造が鉄筋コ

ンクリート造２階建て、延べ床面積が２９２

１.２１平米でございます。それから、②渡り

廊下棟、構造が鉄筋コンクリート造平屋づく

り、延べ床面積が１１９.７３平米でございま

す。 

 それから、主要な諸室といたしまして、普通

教室が１６室、これは一般教室が７で、重複の

教室が９を予定をしております。それから、特

別教室といたしまして、家庭科室、音楽室、図

書室、それから、管理諸室、それから、会議

室、相談室、多目的ホール等がございます。 

 それから、新校舎以外でですね、既存の施設

といたしまして、鉄筋コンクリートの２階建て
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のつくりの補強、それから、体育館の補強が予

定をしております。 

 これが、総工事費として１４億２０００万円

を予定しております。 

 工期のスケジュールでございますが、今年

度、２４年度は土地の取得、それから、もうす

ぐ実施設計にかかります。それから、土地の造

成、道路のつけかえを予定しております。それ

から、２５年度、２６年度で新校舎の建設と、

２７年度に旧校舎の解体、屋外附帯を予定して

おるところでございます。 

 それでは、資料の２ページをお願いいたしま

す。黄色い部分で色塗りをしておりますところ

が、現在の学校の敷地、それから、建物、残る

建物でございます。 

 それから、ピンクのところで色分けをしてお

りますのが、新たに取得する予定地でございま

す。それから、真ん中にブルーの、薄いブルー

で塗ってあるところが、ここが新校舎となりま

す。この全体を合わせたのが新しい学校像とい

うところでございます。 

 それでは、３ページをお願いいたします。３

ページに、ブルーで塗っておるところが、新校

舎の、これ、１階の平面図になります。下のほ

うに黒塗りの矢印があろうかと思いますが、こ

このところから玄関が入るというところでござ

いますが、ここが車寄せの下になっておりま

す。白枠の矢印が２カ所、左側と右側について

おろうかと思いますが、これはバスの進入をあ

らわしております。バスが、こちらから入って

きて、この黒い矢印のところでおりていただい

て、右側のほうに矢印で出ていく、あるいは右

側のほうにある駐車場に入れていただくという

ところで、現在スクールバスが４台ございま

す。それの運行の予定でございます。 

 それとあわせまして、路線バスがございまし

て、これは平日のみ登下校時に２便ずつ、今運

行をいたしております。この路線バスにつきま

しても、同様に、この矢印の白のところから入

っていただいて、黒いところでおりていただい

て、出ていっていただくというような形で、路

線バスも同じような形を考えております。 

 それから、玄関のほう、ちょっと入ります

と、目の前に、ちょうど施設の真ん中辺になり

ますが、これは坪庭でございます。吹き抜けに

なっております。 

 その右側、エレベーターホールのところでご

ざいますが、エレベーターを２基、設置をいた

します。１つはストレッチャー対応、もう一つ

は、車椅子対応のエレベーターでございます。 

 それから、施設の左側に一般教室が３つ、そ

れから、玄関の左側に一般教室ですね。１階に

一般教室を４つ予定をいたしております。 

 それから、玄関を挟みまして、事務室の先に

ですね、右側になりますが、これは重複用の教

室が３室予定をいたしております。 

 それから、この建物の特徴となりますけど

も、左側一般教室の目の前に多目的ホールがご

ざいます。これは幅が９メートル、長さが１８

メーターございます。それから、右側のほうに

も多目的ホール、これは幅が１５メートル、縦

が１２メートルの広さになります。現在、ちょ

っと狭うございますが、今、既存の体育館があ

りますけども、この体育館は１８メートル掛け

る１１メートルの体育館でございますので、そ

れよりは若干狭うございますが、体育館とほぼ

同じ大きさの多目的ホールが１階に２カ所、そ

れから、２階にもう一カ所ございます。ですか

ら、体育館は、小さな体育館が３つ入っている

というようなイメージで考えていただければと

いうふうに思います。 

 次のページ、４ページお願いいたします。こ

こが２階の平面図でございます。一番左側、左

側に一般教室が３つございます。それから、先

ほど言いました、その前に多目的ホールがござ

います。それから、下側のほうに、重複教室が
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６つございまして、その間にそれぞれ専用のお

手洗いがついておるというところでございま

す。 

 それから、職員室が右側に、一番広うとって

るところが職員室でございます。その奥に会議

室。 

 それから、渡り廊下が、ちょっとセンターか

ら左側に外れておりますけども、渡り廊下を通

って、これは高台のほうに行けると。その高台

のほうには、昇降口を別に設けております。こ

のセンターが――渡り廊下が、ちょっとセンタ

ーから外れた理由なんですが、ちょうどセンタ

ーのところに、薄い絵が描いてありますけど

も、これは現在のスロープでございます。バス

でおりられたお子さんたちが、このスロープを

上って、今、既存の校舎のほうに入っておられ

ます。このスロープはそのまま残して、新しく

渡り廊下をつけるということで、センターから

ちょっと左にずれたところでございます。 

 この渡り廊下の一番、校舎に入ったところで

すね、一番アクセスのいいところにですね、保

健室をつくっておるところでございます。 

 済みません、次のページをお願いいたしま

す。これは詳細図を幾つか挙げております。左

の上、これが重複教室の中に専用のトイレとい

うことで、その詳細図でございます。一応トイ

レのほかにですね、シャワー室、それから、洗

濯等のスペースが設けられていて、両方の教室

から利用できるという形になっております。 

 左側のその下側、これは家庭科室の詳細図と

いう形になっておりますが、これは１階のとこ

ろにございますけれども、多目的ホールの前に

ございまして、多目的ホールと家庭科室の間が

可動式の仕切りになっております。開閉、開く

ことができまして、椅子、テーブル等をです

ね、多目的ホールに置いて、例えば家庭科室で

何かつくったものを、みんなで食べるというよ

うな利用ができます。八代養護祭とかはです

ね、そういう形で御父兄の方が何かつくられ

て、前でやっているというところで、利用がで

きるかなというふうに思っております。 

 それから、右側の一番上に保健室がございま

す。この保健室には、医療ケア室が別につけて

あります。それと専用のトイレがついておると

ころでございます。 

 それから、その下、右側の下でございます

が、これが１階と２階のメーンのトイレになり

ます。男子用と女子用の間に、それぞれ車椅子

用のトイレがつけてあります。それから、シャ

ワー室と洗濯用のスペースが、共用のものがつ

いているというようなつくりになっておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。一応６ペー

ジのほうに、これは、色は仮につけたイメージ

でございますが、こういう形のパース図を予定

をしております。これは、模型でいいますと、

多分、上村議員あたりから見られたところの位

置図かな、パース図かなと、そこら辺から見

た、方向から見たところだろうというふうに思

います。 

 最後に、スケジュールを載せております。ス

ケジュールにつきましては、前回お配りしたも

のと同じでございまして、細かい内容について

は割愛をさせていただきたいと思います。しか

し、用地につきましては、今のところですね、

７月末から８月ぐらいに交渉に当たります。で

きましたら、９月の議会で御承認をお願いした

いというふうなところで、作業を進めていると

ころでございます。 

 以上、内容につきましては以上でございま

す。 

○委員長（松永純一君） ありがとうございま

した。 

 本件につきまして何か御質疑、御意見等はあ

りませんか。 

○委員（前垣信三君） 高等部は壊すとかな。 
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○委員長（松永純一君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 高等部を壊すのかな。 

○委員長（松永純一君） はい、増住課長。 

○教育施設課長（増住眞也君） はい。高等部

はそのままでございます。ちょっとこの絵では

見にくいですかね。一番手前にある、ちょっと

低い建物ですね、それが高等部で、そのまま、

これは残ったところでございますので、高等部

は、今回耐震の診断の対象になっておりません

ので、そこと、それから、そこの横の体育館、

それとＲＣの鉄筋コンクリートの、この３つは

既存のものを使うということでございます。 

○委員長（松永純一君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、八代養護学

校の基本設計についてを終了いたします。 

 ほかに当委員会で所管事務調査について、何

かございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 以上で、所管事務調

査１件についての調査を終了します。 

○委員長（松永純一君） 次に、閉会中の継続

審査及び調査の件についてお諮りいたします。 

 所管事務調査２件及び請願２件、陳情１件に

ついては、なお審査及び調査を要すると思いま

すので、引き続き閉会中の継続審査及び調査の

申し出をしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（松永純一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。御協力ありがとうございました。 

（午前１１時４４分 閉会） 
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